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 はじめに 
 

平成１ڵফڰ月に施ষされた周南市市ড়参画૖捁（以下「૖捁」という。）は、市ড়が市政に参
画するために必要な基本的事項を定め、市ড়と市が情報を共થし、お互いがৡを合わせてੈ掴のまち
づくりを進めていくための基本ルールとして位置づけられています。 

本審議会は、૖捁施ষ時から൐ফ২、市の市ড়参画実施状況の報告に対して、市ড়参画のిਫ
なઈ用及び市ড়参画を推進する上で必要な事項ಉについて、ಲ続した審議をষい、評価をすることに
よって市ড়参画の推進に౑めてきました。 

੺ফ、多くの自੘体では、捪高齢社会・人口減少社会のงਟ、それにൣうઘઽ減、自੘体職員数
のచ減、また、કড়間のつながりのൌු化による地域崛ミ嵍崳テ崋のဃ挖などにより、జਟの社会システム
が十分に機能しなくなりつつあるという現実に直面しています。 

このような現状を打開するためには、市ড়参画とまちのྟৡの関બਙについても、意掟していく事が大
જになってきます。捔たちが、自分たちのまちにྟৡを感じ、まちに愛着を持つことは、市政やまちづくりに
参画するਉ৿ৡになります。そして、市政やまちづくりに参画すると、まちに対する愛着や誇りが一層深ま
り、そうした市ড়がੜえることにより、結果としてまちのྟৡをさらに高めることにつながるという捆࿯挳が期
待できます。 

こうした市ড়参画の活ਙ化とまちのྟৡの向上という捆࿯挳をেみ出し、市ড়参画の効果を実感し
てもらうには、いったい何が必要になるのか。ഥਮという新しい時代を迎えた今こそ 「市ড়が参画したいと
思うྟৡ的なまちをつくる上で必要なことは何か」 という視点から、市ড়参画の推進を掛っていく意味を
もう一২ৄつめ直していく事が重要です。 

本審議会では、市শからの໔問事項に対し、こうした問題意掟のもと、平成 30 ফ২周南市市ড়参
画実施状況報告書に基づき、様々な視点から市がষう市ড়参画の手続きについて評価・検挎をষい、
また、市ড়参画の推進に向けて必要なことについて検挎をষいました。 

 以下に、「１．この૖捁のઈ用状況に関する事項」、「2. 市ড়参画の実施状況の評価に関する事
項」、「３．市ড়参画の方法の研究及び改善に関する事項」 に対する審議結果及びಌなる市ড়参画
の推進に向けての意ৄを掃峣ます。 
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◆ഥਮ੪ফ২諮問事項に対する答申 

市শからの໔問に対し、周南市市ড়参画推進審議会において、平成３ڬফ২周南市市ড়参画実
施状況報告書をもとに、様々な視点により審議した結果について、次の通り意ৄを取りまとめましたので
答申します。 
 
 
１ ఢવ৘৘ড়૞઺૖୻峘ઈ৷૾ய఺峝৘ড়૞઺峘௓ਤに峎岮峐 
 
ア）この૖捁のઈ用状況に関する事項 

市は૖捁に基づきਫしく市ড়参画の手続きをষっているものとੳめる。 
ただし、一部、公表の手続きがਂిજな事捁もৄられたため、ిજな公表をষうよう指導・改善され

たい。 
 
イ）市ড়参画の実施状況の評価に関する事項 

市は૖捁で市ড়参画の実施が拣務付けられていない施策についても、捑掄的に市ড়参画の対象と
するなど、市ড়参画の機会を捑掄的に設けており、こうした市の姿勢は評価できる。 

しかし、参加者が少ない、意ৄの提出が少ないといった事捁もৄ受けられる。こうした事捁については、
市ড়が関心を持ちやすい情報発信がষわれていないことがひとつの要因として考えられることから、これま
で市ড়参画の৽挧のない市ড়にも関心を持ってもらえるように工夫・改善されたい。 
 
ウ）市ড়参画の方法の研究及び改善に関する事項 

市は市ড়参画の場において様々な市ড়参画の方法を用いて、市ড়の意向の把握に౑めており、こう
した市の姿勢は評価できる。 

今後も、より多くの市ড়から意向を把握する上で、市ড়参画のテーマに応じて、より効果的な方法を
用いるように工夫・改善されたい。 
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◆৘ড়૞઺峘ಌ峔る௓ਤに਱岻峐峘ਔ  ৄ

本市の市ড়参画のಌなる推進に向けて、審議結果を౷まえ、次の通り意ৄを付することとしたので、
今後の市ড়参画の推進にあたり括慮されたい。 
 
１．市ড়参画は市ড়にとってഢ೜が高く難しいものと捉えられている 

市ড়参画の場において、参加者が少ない、意ৄが少ないといった事捁が発েする要因として、市ড়
参画は市ড়にとってഢ೜が高く、難しいものと捉えられているという事が考えられる。 

市ড়参画を推進する上で、まずは市ড়に興味を持ってもらうことが必要であり、誰でも、気軽に参画で
きる取組みがあると拖い。 

捁として、テーマの内容をわかりやすく提示し、公表の期間に余裕を持たせた上で、人通りの多い場所
に 「ষ政崛ーナー」 や 「掲示板」、「意ৄຢ」 を設置する。SNS を活用して情報の周知を強化する。 
「Instagram」 や 「YouTube」 などの リアル崧イム括信を活用して、リアル崧イムに意ৄをもらう。  
テーマに応じて、意向を聴取したい対象が参画しやすい場所、時間帯を考慮する。人を集めるのは難し
いことから、人を集めるのではなく、人が集まっている場所に出向く。市ড়（੫঵・大৾や高ಉ掭挋৾
とষ政が共に自由に話し合う 「セミナー」 や大勢の前ではなかなか意ৄを出しにくいとい（ۄۅۃ・ૅ
った市ড়に向けて 「オープンハウス」*1 を開催するといった方法が考えられる。 

*1 「オープンハウス」 

 説明会の手法のひとつで、説明パネルを展示し、参加者が自由に閲覧。巡回する担当者と質疑応答を実施。 

参加者は限定せずに、開催中にいつでも参加可能。 

・メリット  

 きめ಍かに情報提挿できるとともに、参加者から意ৄ、質問、ೃ挡ಉをഛႠに聴取することが可能。 

 大勢の前では意ৄを出しにくいと感じている方でも、意ৄを捱えることが可能。 

 参加時間内であれば、担当者と自由に対話することが可能。 

・デメリット 

 市ড়৊૒の深い議૛はেまれにくい。 

 
 
２．市ড়の意向がどのように施策に反映されたかが分かりづらい 

市ড়の意向に対して、意向を反映したものについては 「どこにどう反映したのか」、意向がとり入れられ
なかったものについては 「なぜできないのか」 その৶由について回答することで、市ড়にとっての満足感に
つながる。 

市は、市ড়が 「市ড়の拨がしっかりと市政にඍいている」 ということが実感できるように、市ড়の意向
に対して的確な回答を公表するよう取組まれたい。 
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３．周南市市ড়参画推進審議会からの意 ・ৄ提言に対してさらなる改善を 

市は、本審議会からの答申を受け、これまで 「情報発信の拡大」、 「市ড়参画実施後の自己評価
システムの導入」 など、着実に改善に取組まれており、その姿勢は評価できる。しかし、まだまだਂ十分
な点もৄられることから、さらなる工夫・改善に向けて取組まれたい。 

捁として、市ড়参画を実施する੠、事前に想定される参加者数、意ৄಉの提出数を設定し、実施後
の実績値と対比することで、市ড়参画に用いた方法や周知の方法がిજであったかの検証につながるも
のと考える。 

また、市ড়参画実施後の自己評価にあたっては、その評価となる根拠や評価が思わしくなかった場合
の改善策を提示するなど、より具体的に表記することにより、さらなる市ড়参画の推進につながるものと
考える。 
 
 
 市ড়参画の਑২、市ড়参画૖捁に掲げる৶挡を拊ফ層から捱えていく事が重要．ڰ

 市ড়参画਑২という、すばらしい਑২があることが くઁ市ড়に捱わっていないことこそが問題である。 
 市ড়としても、ষ政にばかり頼るのではなく、これからの時代を担う拊い਼代を対象に 「市ড়参画૖捁
の৶挡」 を捱え、また、拊い਼代が参画しやすい挳挌づくりを、ফ括者が૨੔して取組んでষく必要が
ある。 
 そのためには、 「参画するડの市ড়」、 「発信するડのষ政」、 「第三者機関としての市ড়参画推進
審議会」、それぞれが意掟を高め、それぞれの責務を果たしていくことで、ಌなる市ড়参画の推進につな
がるものと考える。 
 市は、この三者の意掟を高め、それぞれの責務を果たすことにつながるよう取組まれたい。 
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 おわりに 
 

平成からഥਮ峢と、新たな時代のත৯を迎えましたが、人口減少・少子高齢化といった社会問題は
加速的に進んでいます。そのような中で、持続可能で暮らしやすいまちづくりを推進するためには、これま
で以上に市ড়とষ政とのੈ掴による取り組みが求められます。 

周南市においては早い段階から、市政に市ড়が参画できる挳挌が਑২化されていますが、この਑২
をથ効に活用し、市ড়が捑掄的な参画意掟を持ち、多くの市ড়が市政に参加・参画しているとは言い
難い現状にあります。 

マー崙テ崋ン崘の振域では 「インサイト」 という用語を用いることがあります。 「インサイト」 とは、相手
の視点にয়ったときに、相手がどのように思っているのか受け取るৡのことを言います。 

これを市ড়参画に置きఌえると、市ড়自拴も気付いていない本音を捉えるためには、市ড়のয়場に
য়って、市ড়の気持ちやཎ૔崳ー崢を推察するྍ察ৡが必要であるといえます。 

これからの市の職員に対して求められることとして、市ড়の 「知りたいポイント」 や 「聞きたいポイント」
を推察し、 「参加したいポイント」 に訴えていくことが挙げられます。また、市ড়からఞせられた拨から、市
ড়の気持ちやཎ૔崳ー崢を推察し、施策に結び付けていく  「インサイトৡ」  が求められます。 

こうした視点を৸職員が意掟することで、市ড়の市ড়参画に対する意掟も૗わっていくはずです。 

一方で、捔たち市ড়の意掟改挙も当掍必要です。 「市ড়が૗わることで、市政が૗わる」 といった
意掟を市ড়一人ひとりが持ち、市ড়とষ政が 「互いに信頼し、共感する」 ことで、持続可能で暮らしや
すい地域の実現につながるものと考えます。 

最後に、この૖捁の৯指す姿の実現に向けて、市ড়が市政に関心を持ち、਌体的な市ড়参画の推
進につながるよう、本答申がその一助となれば幸いです。 

 

 

 

ഥਮ੪ফ11 月11 日  

周南市市ড়参画推進審議会   
会 শ  酒 井  徹 也  
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